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内容

• 準備するファイル
• 登録方法
• 登録したデータの確認
• その他（他のサブデータベースの利用）
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準備するファイル
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毒性徴候表ファイル(.docx)
ファイル名： S10001.docx, S10002.docx, S10003.docx, 
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毒性試験データファイル(.xlsx)
ファイル名： RDT Data (Test).xlsx
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コンフィグファイル(.cfg)）

作成したデータファイル名

ファイル名： RDT Data (Test).cfg
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登録方法
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登録方法

1. 毒性徴候表ファイル（S10001-S10003）は、[HESSをインストール
したドライブ名（CまたはDなど）]:¥Program Files¥Hazard 
Evaluation Support System¥HESS 2.8¥Summary sheets に保存

2. データファイル（RDT Data (Test).xlsx）とコンフィグファイル（RDT 
Data (Test).cfg）はC:¥ユーザー¥[ユーザー名]¥マイドキュメント
¥Hazard Evaluation Support System¥UserDir に保存。

3. [HESSをインストールしたドライブ名（CまたはDなど）]:¥Program 
Files¥Hazard Evaluation Support System¥HESS 2.8に保存され
ている。RDTProfilers.xlsx に登録するデータファイルのデータを
追記する。

8



9



①点線で囲まれたあたりで右クリックし、
HESS DB importを選択

②コンフィグファイルのディレクトリ

③”New file”を選択 ④任意のデータベース名を入力

⑤クリック
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C:¥ユーザー¥lusr30 ¥ マイドキュメン
ト¥Hazard Evaluation Support 
System¥UserDir → RDT Data 
(Test).cfg
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登録されたDB
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登録したデータの確認
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一度、HESSを閉じ、再び立ち上げる。

登録したデータベースを確認する。

①、②をクリック

①

②
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①登録したデータベースを選択する。

②クリック
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化学構造が表示される。
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②クリック

①選択
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①クリック

毒性徴候表を表示させる。
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毒性徴候表ファイルの表示
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①選択

②チェック

③クリック

毒性試験データの表示
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毒性試験データの表示
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その他
（他のサブデータベースの利用）
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①選択

②クリック

データベースをロードする。
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①”COSMOS DB”を選択

クリック
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My DBの化合物構造の右側に
COSMOS DBの化合物構造が表示される。

My DB COSMOS DB
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①選択

②選択

毒性データを表示させる。
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毒性データが表示される。
二つのDBを合わせた解析が可能になる。
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データベースの基本情報を表示させる。

①右クリック
②”About”を選択

28


